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第１節 まちづくりに係る主要な動向への対応 

１ 合併や新たな上位・関連計画への対応 

本市は、旧加治木町、旧姶良町、旧蒲生町が平成 22 年に合併して誕生したばかりの新市です。

都市づくりへの取り組みは、基本的にはそれぞれが独立して進めてきたものであり、１つの行政体

として見ると整合がとれていない面もあると考えられます。 

また、本市の行政運営の指針となる第１次姶良市総合計画が平成 24 年３月に策定され、その他

の各種上位・関連計画が策定中・策定予定となっています。 

そのため、これまでそれぞれが進めてきた都市づくりを、上位・関連計画との整合を図りながら、

１つの目標に沿って統合していくとともに、これを実現していくための土地利用、都市基盤等の計

画を見直すことが必要です。 

 

２ 社会構造の変化への対応 

全国的な動向と同様、本市においても少子・高齢化が進んでおり、このまま推移すれば、急激な

都市社会の縮小（人口減少）と構成の変化（超高齢化）が都市活力の低下を招くこととなります。 

そのため、将来の超高齢社会・成熟社会にソフトランディングするために「高齢社会・成熟社会

を前提とした、安心して暮らすことのできる都市環境・社会システムを構築する」とともに、「若

年層の流出を抑制し、人口の急速な減少、高齢化に歯止めをかける」「定住人口の量や構成に頼ら

ず、住民の活動量、訪れる人々との交流の量を増やす」こと等により、人口の高齢化、停滞・減少

による都市活力の停滞を抑止していくことが必要とされています。 

 

３ 時代の潮流変化への的確な対応 

本市が将来にわたって豊かに安心して暮らしていけるまちとして持続的に発展していくために

は、現在の良い所を活かし、悪い所を改善するという個別課題に対応していくことはもちろん、時

代の変化や広域的な動向に適切に対応することが重要となります。 

まちづくりに係る主要な動向には、次のようなものがあります。 

（１）意識の多様化・成熟化 

余暇時間の拡大、高学歴化等を背景として、合理性や効率性に重点を置く価値観から、自然との

調和、人とのふれあい、地域文化・歴史の再認識等、心の豊かさを求める価値観へと変化しつつあ

り、様々な自己実現の機会の創出、各種の活動の場の整備等が求められています。 

本市の豊かな生活を支えてきた自然や農地、歴史文化資源は、かけがえのない貴重な財産です。

これらを後世に伝えていくため、その価値を改めて評価するとともに大切に守り育てていくことが

求められます。 



第３章 

まちづくりの総合的な課題 

22 

 

 

 

 

（２）少子・高齢化の進行 

平均寿命の伸びに加えて、晩婚化、女性の社会参加等に伴う出生率の低下によって少子化が進み、

先進諸国の中では類を見ないスピードで高齢化が進んでいます。全国的にも人口は減少局面に入っ

ており、世帯数も 2015 年をピークに減少に転じると見込まれています。 

少子・高齢化に適切に対応できる環境やシステムを整え、誰もが安心して生きがいを持って暮ら

せる社会を形成していくことが求められています。加えて、人口減少によって生じると考えられる

空き家や空き地を把握し、適切な利用を促進することも求められます。 

（３）地球環境問題 

大量にモノを生産し、それを消費し、利用可能なものまでも含めてゴミとして廃棄する現代社会

は、資源の枯渇、土壌・水・大気の汚染やゴミ問題等を発生させています。 

また、開発途上地域では、人口の急増や経済活動水準の上昇により自然生態系のバランスが崩れ、

温暖化や砂漠化等、地球規模の環境問題が顕在化しています。 

本市には先人達によって受け継がれてきた豊かな自然が残されていますが、私たちの生活が地球

環境に影響を与えていることを認識し、身近なところから環境に負担の少ない循環型社会への転換

に取り組んでいくことやコンパクトな都市づくりが求められます。 

（４）産業構造の変化 

技術革新等により、製造業の高度化、サービス化等が進み、更には情報化に対応して情報の産業

化が進展する等、産業構造の高度化が進展しています。また、農業についても、農産物の輸入自由

化、農業経営主体の多様化の動き等、環境は大きく変化しています。 

これまでの重厚長大型の基幹産業から新規・成長市場群に関連する時代に対応した産業への転換、

農業・製造業・流通業・サービス業等の相互乗り入れ、新しい市場分野における業種・業態の枠を

越えた企業連携等、新たな取り組みが必要とされています。 

（５）都市活動の広域化 

交通、通信の高速化、高度化に伴い、都市活動の領域は拡大し、住民や企業の生活圏・経済圏は

広域化しつつあります。 

広域都市圏を構成するそれぞれの都市が、相互に連携しながら、一体的な地域づくりを進めるこ

とが求められています。 

（６）地方分権 

社会経済や人々の変化に対応して、住民に最も近い地方公共団体が、地域の実情に応じた効率的

な行政を行うとともに、地域のことは住民自らが決定し、その責任も分担していくという、地方分

権への取り組みが必要とされています。 

地域の自律的で効率的な行政を実現していくため、費用対効果による事業優先性評価等により公

共投資を行うとともに、市民の協力と参加のもとで共生協働によるまちづくりを進めることが求め

られています。 
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第２節 総合的なまちづくりの課題 

以上から、本市の総合的なまちづくりの課題は次のように考えられます。 

 

１ 安全、快適に暮らし続けられる居住環境を整える 

高齢社会に対応して、誰もが安心して暮らし続けることのできるバリアフリーな都市環境を整備

するとともに、災害に強いまちづくりを進める等、生活の場としての環境を向上させていくことが

第１の課題です。 

 

 

 

 

 

 

 

２ まちの活力を維持し、発展させる 

恵まれた交通条件や自然・歴史的文化資源、都市的集積を活かして産業活動や人々の交流を活発

にし、まちの活力を育成していくことが第２の課題です。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 豊かな歴史文化・自然環境を守り、生活の基盤として活かす 

本市の大切な財産である歴史的文化資源や水と緑を保全し、まちづくりに活かしていくことが第

３の課題です。 

 

 

 

 

 

 

４ 住民参加のまちづくりを進める 

本市で居住する住民、活動する民間企業等のまちづくりへの積極的な参加により、豊かで現実的

なまちづくりを進めることが第４の課題です。 

 

 

 

 

・高齢化に対応した人にやさしいまちづくり 

・互いに助け合う地域の住民活動の基盤づくり 

・災害に強いまちづくり 

・ゆとりと潤いのある都市環境づくり 

等 

・広域的な交通基盤を活かした産業の盛んなまちづくり 

・自然・歴史的文化資源を活かした多くの人が訪れるまちづくり 

・人の集まる賑わいのあるまちづくり 

・広域との結びつきの強化 

等 

・歴史的文化資源の保全・活用 

・森林の保全・活用 

・海・河川環境の保全・活用 

等 

・まちづくり情報の公開 

・参加システムの整備と参加機会の設定 

・まちづくり条例等の市独自の取り組み 

等 
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●姶良市の都市の現況とまちづくりの課題



第３章 

まちづくりの総合的な課題 

25 

 


